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I 異なる衛星デ~；：：；講ずに関する研究 l 
I 1.はじめに
【背景】
景観情造特性がスケールとともにどのように変化するかを把握することは、生息
地の保全管理計画の策定などに重要
・ 衛星リモートセンシングの効率化を図るために異なる衛星データ聞の“スケーリ
ング”関係の提示が重要
【目的】
同一範囲における異なる衛星デー習を用いた土地彼覆図の作成
粒度の変化とともに異なる衛星デ－1の空間パ9ー ンがスケール効果による影
響の但握
景観構造特性のスケーリング特性と一般的規則の提示
12研究対象地
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【使用デー タ】
13.方法 ｜ 
ALOS/AVNIR-2 Torra/ASTER LRndsat/H M+ 
｛空間分解鍵2.511) (1畑｝ (1511) (Jo,) 
園Z 閉じ対象範囲における異なる衛星デ一世の画像
褒1各衛星子－!;Iの特性についてのー覧
QukkB;rd ALOS/AVN’R・2 τerraρ'5T£R Landsat/ETM+ 
撮彫日付 2α)9/1/19 2曲7/11/15 2008/1/17 20叫／11月
空間分解能 2.Sm 1倫明 !Sm 30m 
鰻測幅 16.5km 70知明 曲川 185km 
回帽周期 1・3.5自 46臼 16日 16日
スペクトル構成 81,0‘45-0.52μm 81,0.‘5-0.S仇，m Bl,0.52-0凪 μm Bl,0.45-0.52μm 
目。日-0.帥μm 82c0.52-0.60μm 82c0.63-0.69μm 82,0.52-0.60μ,判
83, 0.63-0.69μm U0.61-0.69μm 83, O. 78-0.86μm U0.61-0.69μm 
制 0.76-0.開μm 84,0.76-0.89μm 84,0.76-0.冊μm
BS, 1.55・1.75μ，判
87:2凪 ・2.35μm
【解析の流れ】
教師付分類（最尤法）による各衛星デ－1の土地被覆分類
多数j去を用いて各衛星デ－1の分類結果を元の空間分解能から100mまでSm間
隔でリサンプリング処理
各粒度ごとに景観解析を行なう
14.結果
【異なる衛星データを用いた土地被覆分類】
郎 幹園地区における各衛星デ一世の土地被覆分額結果 円 安＝ー す
谷津はほとんど水田で、台地に森林が残っていた。衛星デ－1の空間分解能が高い
ほどJfッチの形状や林冠ギャップなどの復維な空間特徴をより細かく反映された。
ALOS/AVNIR-2 
窓枠 ‘亀 水図 布Ii鐘鋼
i：一一三主一：偽｜と当匂！二竺ごニご三
！；！」竺＼で＼竺~ト
！号：＼～＼ご：：－：： 勾、k 品よ． ～ 
!ilr:-どてiど一ι7〔： ；：＼』．． 
！・と二三｜三三ヒ二ζ二
f i1:l三主士：宇守で℃
2”、九一 、（ ~九一～ι一 一－r: 志向帆入～、刈a p，… 
”JI句｝－~，ぬB』，a --AintJR-2 ・・・ AST回 『 ⑨ ・日ル
図6 粒度の変化に伴う各景観指数のスケイロゲラム
空間分解能が高い衛星デ－1であるほど崇観構造特性のスケール効果が顕著でス
ケールにより依存していた。また、粒度の拡大に伴って対象範囲の景観情造がより絢
一的で分断的な乗観になった
Is.まとめ
・衛星の空間分解能の変化によって、土地被覆9イプ聞の犠界画素に最も影響が大
きかった
・各衛星デ－1において、多くの景観指数はスケールに強〈依存し、スケールの変化
につれてべき乗的に僧加・減少しより大きいスケールヘ外情可能であった
